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株式会社シーパーツ 山口工場 その他
認定
区分No.70

所 在 地 美祢市美東町真名10756番地97 代 表 者 代表取締役　吉川　日生

二酸化炭素排出削減量[トン] ４，３２１ ６，４６３

担当部署 本社(TEL0827-35-4821、FAX0827-35-4182）

自動車中古部品卸売 従業員数 67名

年　　度 Ｈ２９(実績) Ｈ３５(計画)

事業内容

事業所紹介

３Ｒの取組

山口工場は2005年に設立され、自社開発の自動車リサイクル工場管理ソフトを活用
し、使用済自動車の解体・リサイクルや自動車部品のリユース販売など展開しています。

2018年からはタイヤの品質を数値化する機能をタイヤ・ホイール脱着ロボット（ロボ
チェンジャー）に搭載し、有用なタイヤを自動で判別する世界初の施設を稼働させまし
た。
■事業所外観 ■タイヤ・ホイール脱着ロボット

■フローチャート

使用済自動車（解体済自動車を含む）

有用タイヤ、ホイール、バッテリー → 再利用・販売

有用部品 → 再利用・販売

有用プラスチック → 販売

非鉄金属 → 販売

鉄くず → 販売

不要タイヤ（破砕処理） → 処理委託

廃油、廃液 → 処理委託

エアバッグ、ＡＳＲ → 自動車メーカー

解体残存物

解体、破砕

■出荷実績（R2実績）

年間約5,500台を解体

有用タイヤ（リユース）

→ 約78トン

ホイール、バッテリー

→ 約145トン

非鉄金属→約76トン

鉄くず

→ 約2,875トン

不要タイヤ（熱利用）

→ 約265トン

■二酸化炭素排出量削減効果

リユースタイヤの販売・使用促進により、新品タイヤの製造等に伴い発生する二酸
化炭素排出量が削減されます。

さらに自動判別施設による客観的な評価基準に基づき、リユース可能なタイヤが増
えると見込まれ、二酸化炭素排出量が大幅に削減されます。


